
                                                                

 

 

 

 

 

先日行われた市内ケータイ・スマホアンケート（４年生以上）の結果、考察をお知らせいたします。ご家

庭でも話題にしていただけると幸いです。 

 

◎ ネット接続できる機器（ケータイ・スマホ・ゲームなど）を所有している。→８２％ 

◎ 自分で使えるスマホを所有している。→４２％  ※６年生４８％ 

◎ SNS（LINEなどを含む）をほぼ毎日使用している。→２１％ ※全項目で増加傾向 

 以上の結果からもわかるように、ケータイ・スマホ・ゲーム普及の低年齢化が見られます。現代社会の

状況やコロナ禍を考えるとネット社会と私たちの生活は切り離すことはできません。しかし、ネット社会に

潜む危険性に十分に注意しなければ、子どもたちの安全を守ることはできません。ぜひ、この機会にご家

庭でスマホ・ゲームの使い方を見直す機会にしていただければと思います。 

 

 

 保護者が子どものゲームやスマホに制限をかけてコントロー

ルすることを「ペアレントコントロール」といいます。以下は具体

的な例ですので参考にいていただければと思います。 

 

◎iPhone iPadの場合 

「設定」→「スクリーンタイム」を開き、ファミリー管理者がファミリー利用者のアカウントを「ファミリーメン

バー」として登録します。 

⇒利用時間を設定したり制限したりすることができます。また、曜日ごとに設定を変更できます。 

 

◎androidの場合 

管理者と利用者端末に「Google ファミリーリンク」をインストールし、「ファミリーグループを作成」、利用

者のアカウントをファミリーグループに登録します。 

⇒一日の利用時間の上限を設定できます。また、夜の「おやすみ時間」を設定できます。 

 

◎Nintendo Switchの場合 

 管理者がスマホに「みまもり Switch」をインストールし、管理者アカウントでログイン。画面の表示に従っ

て本体を登録し、時間制限を設定します。  

※子どものアカウントと保護者のアカウントが別にあることが条件です。 

 文部科学省 HP⇒⇒⇒ 

「話し合っていますか？家庭のルール～安全で安心なインターネット利用のために～」 

☆上記のコントロールと共に、子ども部屋に持ち込ませない指導も大切です。就寝前には、保護者がスマホ・ゲー

ムを預かる習慣についてもよろしくお願いいたします。 

令和４年７月７日 

幌別西小学校指導部 

第２号 

 お願い！！ 

今年度もコロナ予防のために７月７日

の七夕訪問はお控えください。 


